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山歩きクラブで四阿（あずまや）山と根子岳に 

 ８月２６～２７日、土庫病院友の会山歩

きクラブで、長野・群馬県境の四阿山と根

子岳に登った。参加者は２６名、男女１３

人ずつで平均年齢 67.4歳。 

 一日目 土庫病院隣の老健施設「ふれあ

い」前を定刻の 6 時半に出発。チャーター

バスは順調に走り続けて松本市の梓川ＳＡ

から一般道へ。松本、三才児、平井寺の三

つの有料トンネルをくぐって 13 時前に上

田市塩田平の山王山公園に到着。よく手入

れされた芝生に大きな桑の木が日陰をつく

り、そこに自然石と木造ベンチがおかれて

↑マツムシソウ科マツムシソウ       いる。ここで昼食休憩。 

無言館鑑賞  語りかけてくる絵や手紙 

 涼風に吹かれながら昼食を済ませて、無言館に入館。この美術館は第二次世界大戦で

戦没した画学生たちの遺作、遺品を集めている。私は 3度目の訪問だが、いつ来ても作

品群や親族への手紙・ハガキから画学生たちの無念の叫びが発せられるようで、思わず

襟をただす感じになる。 

 戦争によって圧しつぶされた若者たちの願い、希望、愛、人生。「戦争は繰り返さな

いで！」 この叫びに、わたし達はどう応えるべきなのだろうか。 

標高 1500ｍの温泉ホテル                  ↓ツリガネニンジン 

 午後 3時半すぎに、この日の宿「あずまや高原ホテル」

に着いた。四阿山登山口にある温泉ホテル、周囲はうっ

そうとした松、白樺などの混交林、ササがびっしりと林

床を覆い、熊の生息域だという。宿泊手続きを済ませ、

自然観察ガイドに連れられて森の中に。ガイドが持つ熊

よけベルの音は涼やか。山で暮らす人の手作りだそうで、

森林中でも 1キロ四方に音が届くという。 

 熊やカモシカの足跡、松と松茸の微妙な関係、荒地に

根付く白樺の不思議、樹を絞め殺すツタの話、植物や花

の見分け方などなど、興味深い話を聴きながら 

←タテハチョウ科クジャクチョウ 森の中を歩いた。 
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 夕食は宴会室で。メンバー達のユニークな自己紹

介を楽しみつつ、山の幸に舌鼓を打った。 

 

二日目 

 4 時半起床、5 時半出発なのだが、いっこうに天

気が落着かない。霧が流れ、時折強い雨が落ちてく

る。雨具を着けて出発。すぐにヤナギラン、キオン、

ウドなどが出迎え、そして見送ってくれる。 

 やがて牛止めの柵をすり抜↑コキンレイカ（ハクサンオミナエシ）

けて、牧場の間を登っていく。牛の鳴き声が「オーイ」と聞こえ

て、誰かが「オーイ」と応えている。花は種類と数を増し、ウメ

バチソウ、ハクサンフウロ、ハナイカリ、ゲンノショウコ、ツリ

ガネニンジンなどを楽しめるが、遠方には雲が下がっていて、北

アルプス連峰を隠してしまっている。残念！ 

 牧場を過ぎ、樹林帯を抜けるとハイマツと高山植物のお花畑の

中、傾斜のきつい岩場を登る。 

↑ウメバチソウ     シラタマノキの実の香り（サロメチール似）を嗅ぎつつ、段差

の高い木の階段を昇って、８：５０四阿山山頂着。群馬県嬬恋村の木柱が建っている。

2354ｍ、100名山。標高差 850ｍの山道を 3時間余で登ってきたのだ。現在発行の登山

地図コースタイムよりはるかに早い、仲間たちの健脚ぶりに改めて感服、敬服。 

霧の切れ間、切れ間に麓や中腹の景色が見える。ササ原の雨後の緑が眩

しい。一服し、記念写真を撮って根子岳に向かう。 

難所の急下降も無事に               キク科コウリンカ→ 

 根子岳への縦走路にかかるが、鞍部までは樹林帯の急下降でしかも濡れ

た木の根が滑り易い。何年も前のことだが、残雪期に別のパーティーでこ

こを下って、何人もが尻餅をついたことを思い出し、「ゆっくり、ゆっくり」

を強調しながら降る。 

快晴のもと、一面の笹原を根子岳に 

 薄暗い森の下降路を下り終えると、一気に視界が広がる。何時の間にか

快晴となっており、前途一面にササ原が陽光を浴びて根子岳頂

上まで続いている。そのササ原に幾種類もの花が彩りを添えて

いる。マツムシソウ、オンタデ、トリカブト、リンドウ、ワレモコウ、ト

←イブキジャコウソウ   モエシオガマなどなど。 

 途中岩場の崖にダイモンジソウを見て、11時に根子岳到着。2207ｍ、花

の 100名山。山頂は広く、その広場を花々が縁取りよろしく咲き誇り、そ

の間をこれまた色鮮やかなキアゲハ、ヒョウモンチョウ、クジャクチョウ



などが飛び交っている。 

 東方に聳える四阿山頂上の雲は

なかなか取れないが、南山麓に広が

る菅平の光景は一望のもと。 

眺望と花、蝶を楽しみつつ昼食休

憩。 

お花畑、白樺林、牧場をたどって 

 １１：３５下山開始。蝶の舞うお

花畑をくだる。足元

↑ササ原を根子岳めざして   にはイブキジャコウソウや小さなコゴメ

グサ、道端にはマツムシソウ、コウリンカ、ハナイカリ、タムラソウ、

ウスユキソウ、マルバダケブキなどの花が途切れなく続く。すぐに今日

の下山口・菅平牧場管理組合の駐車場が見え、ちょうどオレンジ色のチ

ャーターバスが到着するのが見えた。     リンドウ科ハナイカリ→ 

        お花畑を過ぎると、道は白樺林の中を

抜けていく。明   

るい樹間を風が吹き抜けて爽快だが、道は滑りやすく油    

断がならない。 

 やがて東屋のある広い場所に

出 

た。ここからは牧場のあいだの歩

き易い道を、景色を見ながらくだ

る。牧場の緑とヤナギランとのコ

ントラストが鮮やか。 

 13時に駐車場着。ここで売って

いるアイスクリームや牛乳が美

味しかったそうだ。 

 ２０：３０全員無事帰着。 

←キク科マルバダケブキ 

アカバナ科ヤナギラン→ 

 

9月 13日～15日  友の会サークル発表交流会  於：大和高田市サザンカホール 

 展示ホールで、山歩き、写真、書道、水彩画、リフォームなど各サークルの作品展示。 

  13日午前 9時半から、設営・展示をし、3日間鑑賞できます。ぜひ多数お出で下さ 

い。設営も手伝っていただければ有難いです。 

 



セルフレスキューの実地訓練  オオヤマレンゲ山の会主催  講師：道中純一さん 
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